
⑤
ア
ジ
ア
と
日
本

身
近
か
な
ア
ジ
ア

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
そ
の
加
盟
国

膨
張
す
る
首
都
と
人
間
居
住
問
題

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
日
本
人
の
か
か
わ
り

東
南
ア
ジ
ア
や
西
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
射
程
距

離
に
と
ら
え
な
が
ら
考
察
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
ほ
ど
に
、
国
と
国
の
関
係
は

身
近
に
あ
る
。
日
本
は
、
閉
じ
ら
れ
た
求
心
性

と
、
勤
勉
さ
、
そ
れ
に
″
も
の
〟
に
対
す
る
創

意
工
夫
性
に
お
い
て
、
現
在
の
豊
か
さ
を
謳
歌

し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
内
主
要
国
一
九
の

う
ち
で
、
人
口
比
わ
ず
か
四
・
九
％
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
総
生
産
額
(
G
r
o
s
s
　
p
r
d
u
c
)
）
に

お
い
て
五
六
％
を
占
め
る
ほ
ど
に
経
済
的
豊
か

さ
を
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
そ
の
加
盟
国

　
私
の
勤
務
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
社
会
経
済

委
員
会
(
E
S
C
A
P
＝
T
h
e
u
n
i
t
e
d
n
a
t
i
o
n
s

E
c
o
n
o
m
i
c
a
n
d
S
o
c
i
a
l
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

f
o
r

A
s
i
a
　
a
n
d
　
t
h
e
　
P
a
c
i
f
i
c
)
は
、
国
連
の
規
定

に
よ
り
、
世
界
を
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

近
接
的
位
置
関
係
に
あ
る
国
々
の
、
社
会
・
経

済
的
諸
問
題
を
調
整
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し

て
設
け
ら
れ
た
、
地
域
委
員
会
の
一
つ
で
、
そ

の
本
部
を
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
設
置
し
て
い
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崎
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介

カ
、
数
多
く
の
都
市
、
数
多
く
の
人
々
が
、
同

じ
よ
う
に
一
日
の
歩
み
を
始
め
る
。
私
は
以

前
、
ア
フ
リ
カ
に
二
年
、
ア
メ
リ
カ
に
二
年
住

む
経
験
を
も
っ
た
が
、
日
本
か
ら
の
距
離
で
い

う
と
遠
く
離
れ
た
点
地
域
で
の
生
活
と
い
う
意

識
が
強
く
、
別
の
世
界
、
日
本
と
の
接
点
を
も

ち
に
く
い
、
別
の
経
験
と
い
う
意
識
が
強
か
っ

た
。

　
し
か
し
こ
の
た
び
バ
ン
コ
ク
に
住
み
、
二
ヵ

月
に
一
度
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
旅
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
地
図
で
み
る

ア
ジ
ア
が
、
日
本
と
の
関
係
を
保
持
し
つ
つ
、

同
じ
よ
う
な
時
間
と
連
続
し
た
空
間
を
も
つ
一

つ
の
地
域
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
は
ア
ジ
ア
の
最
東
端
に

位
置
し
、
日
本
を
越
え
れ
ば
、
大
平
洋
の
長
い

橋
を
渡
っ
て
、
そ
の
向
こ
う
は
ア
メ
リ
カ
で
あ

る
。
日
本
は
四
方
を
海
で
か
こ
ま
れ
、
隣
国
か

ら
の
圧
力
や
他
国
に
対
す
る
侵
略
も
す
べ
て
、

海
の
へ
だ
り
を
通
じ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
一
つ
の
緩
衝
帯
と
な
っ
て
、
結
果

的
に
は
、
日
本
人
の
心
を
求
心
的
に
す
る
。
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
加
盟
国

三
八
ヵ
国
の
う
ち
、
日
本
は
中
国
、
韓
国
（
朝

鮮
）
と
と
も
に
、
民
族
的
、
文
化
的
に
一
つ
の

ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
政
治
的
内
容
の
会

議
を
別
に
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
主
催
す
る
専
門

家
会
議
や
、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
中
国
、

韓
国
、
日
本
の
代
表
は
、
同
じ
よ
う
に
皆
は
じ

ら
い
や
と
ま
ど
い
の
表
情
を
み
せ
、
互
に
出
合

う
と
な
つ
か
し
そ
う
に
、
同
じ
身
内
の
よ
う
に
、

そ
の
話
し
の
テ
ン
ポ
や
気
軽
さ
を
楽
し
む
。

　
成
田
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま
で
速
い
便
で
五
時
間

四
〇
分
、
苦
労
し
て
安
い
便
を
工
面
す
れ
ば
、

往
復
一
〇
万
円
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

等
、
東
南
ア
ジ
ア
(
S
o
u
t
h
-
E
a
s
t
　
A
s
i
a
）
の
国

二

々
は
、
少
し
ず
つ
民
族
的
差
異
を
み
せ
な
が
ら

も
、
皆
同
じ
よ
う
に
笑
い
、
日
常
的
生
活
実
感

は
、
我
々
日
本
人
と
さ
し
て
違
わ
な
い
。

　
横
浜
市
内
で
の
生
活
と
将
来
の
方
向
を
考
え

る
と
き
、
隣
接
す
る
都
市
が
、
東
京
や
新
幹
線

に
象
徴
さ
れ
る
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
と
の
関

係
を
考
慮
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
問
題
、
そ

こ
に
存
在
す
る
穏
さ
れ
た
将
来
へ
の
胎
動
を
考

え
る
と
き
、
朝
鮮
、
中
国
と
の
関
係
、
さ
ら
に

　
バ
ン
コ
ク
に
居
を
構
え
て
二
年
、
こ
の
間
私

は
、
ア
ジ
ア
の
数
多
く
の
諸
都
市
を
訪
問
す
る

機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
日
本
に
住
ん
で
い
る

と
、
自
分
の
世
界
は
、
当
然
日
本
中
心
に
転
回

し
、
地
図
の
上
で
知
る
世
界
の
各
国
、
各
都
市

も
、
た
ぶ
ん
存
在
は
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
実

感
と
し
て
実
在
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
旅
行
の
予
定
を
定
め
、
飛
行

機
に
乗
っ
て
そ
の
地
に
着
く
と
、
例
え
ば
人
口

五
〇
〇
万
人
と
い
う
大
き
な
都
市
が
、
実
際
と

し
て
存
在
し
、
朝
の
雑
踏
か
ら
始
ま
っ
て
、
あ

わ
た
だ
し
い
一
日
を
送
っ
て
い
る
。
日
本
と
の

時
間
差
、
例
え
ば
二
時
間
。
私
の
オ
フ
ィ
ス
は

朝
七
時
半
か
ら
始
ま
る
が
、
私
は
自
動
車
の
混

雑
を
避
け
る
た
め
、
六
時
四
〇
分
に
家
を
出

て
、
七
時
に
は
机
に
つ
く
。
つ
ま
り
そ
の
と
き

横
浜
で
は
朝
九
時
。
私
が
九
年
間
横
浜
市
役
所

で
経
験
し
た
よ
う
に
、
朝
日
を
受
け
な
が
ら
皆

が
同
じ
よ
う
に
机
に
つ
く
頃
で
あ
る
。

　
バ
ン
コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
マ
ニ
ラ
、
ク
ワ

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ラ
チ
、
ダ
ッ

身
近
か
な
ア
ジ
ア

一
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る
。
そ
の
対
象
と
す
る
国
は
、
西
は
イ
ラ
ン
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
始
ま

り
、
北
は
中
国
、
モ
ン
ゴ
リ
ヤ
、
東
は
日
本
、

朝
鮮
を
含
ん
で
、
南
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
太

平
洋
の
諸
島
国
を
含
み
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
る
。
総
国
数

三
八
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
口
は
二
四
億
人
に

も
達
し
て
、
現
在
の
世
界
総
人
口
の
五
五
％
を

占
め
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
の
私
の
仕
事
は
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
人
々
の
居
住
状
況
を
少
し
で
も
改

善
す
る
に
役
立
つ
諸
計
画
、
即
ち
調
査
、
情
報

交
換
、
専
門
家
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
（
研
修
会
）

国
際
会
議
、
出
版
等
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
一
九
八
○
年
、
八
一
年
の
二
ヵ
年
に
お
け

る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
一
般
通
常
予
算
は
五
三
億
円

　
（
年
間
約
二
七
億
円
）
で
そ
の
対
象
と
す
る
人

口
の
多
さ
と
問
題
の
深
さ
に
お
い
て
、
決
し
て

満
足
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
居
住
問
題
を
含

め
た
各
局
の
事
業
は
、
不
定
則
的
に
得
ら
れ
る

先
進
国
か
ら
の
特
別
寄
付
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ

て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
の
国
々
は
総
じ
て
貧
し
い
。
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
除

く
す
べ
て
の
国
は
年
間
一
人
当
り
の
総
生
産
額

四
、
〇
〇
〇
ド
ル
（
九
二
万
円
）
以
下
の
低
開

発
国
で
あ
る
。
人
口
増
加
率
が
高
く
（
パ
キ
ス

タ
ン
三
・
一
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
二
・
七
％
、
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
二
・
七
％
）
、
サ
イ
ク
ロ
ン
や

台
風
、
洪
水
や
旱
魅
等
の
自
然
災
害
、
飲
料
及

び
農
業
用
水
の
不
備
、
高
い
文
盲
率
（
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
七
四
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
七
九
％
、

マ
レ
ー
シ
ア
四
○
％
等
）
、
旧
植
民
地
政
策
に

よ
る
弊
害
、
異
民
族
間
の
抗
争
（
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
マ
レ
ー
人
六
〇
％
、
中
国
人
三
〇
％
、
イ

ン
ド
人
一
〇
％
の
混
成
社
会
）
、
東
西
関
係
の

あ
つ
れ
き
に
よ
る
戦
争
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
と
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
等
）
な
ど
、
自
国
の

問
題
を
自
国
だ
け
の
努
力
に
よ
っ
て
解
決
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
国
々
も
数
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
基
本
的
に
は
農
業
国
で

あ
り
、
農
村
人
口
率
は
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
低
開
発
諸
国
平
均
で
七
二
・
四
％
（
現
在

日
本
は
二
二
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
最
も
高
い

ネ
パ
ー
ル
で
九
五
％
、
イ
ン
ド
七
八
％
、
中
国

七
五
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
七
一
％
等
と
な
っ
て
い

る
。
都
市
人
口
率
は
こ
れ
ら
農
業
人
口
率
の
逆

比
、
即
ち
平
均
二
七
・
六
％
で
あ
る
。
都
市
へ

の
人
口
集
中
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
は
い

え
、
人
口
五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
都
市
が
現
在

八
都
市
あ
り
、
西
暦
二
、
〇
〇
〇
年
ま
で
に
は
、

こ
れ
が
三
二
都
市
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
国

連
統
計
局
で
は
推
計
し
て
い
る
。

‐
膨
張
す
る
首
都
と
人
間
居
住

問
題

　
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
化
現
象
の
中
で
、
き
わ

だ
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
は
、
首
都
ま
た

は
州
都
（
イ
ン
ド
等
の
場
合
）
へ
の
人
口
集
中

が
都
市
へ
集
中
す
る
人
口
の
う
ち
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
第
二
、
第
三

の
都
市
や
中
小
都
市
へ
の
集
中
は
、
一
九
五
〇

年
以
後
一
九
八
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
統
計

を
み
て
も
、
そ
の
構
成
比
に
お
い
て
急
激
に
降

下
し
て
い
る
。
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
等

の
機
能
が
集
中
す
る
首
都
に
お
い
て
だ
け
、
活

動
量
と
人
口
が
増
大
し
、
国
内
に
お
け
る
効
果

的
な
再
配
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

都
市
と
農
村
、
さ
ら
に
大
都
市
と
中
小
都
市
の

地
域
格
差
は
拡
大
の
方
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
首
都
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
外
国
か
ら
の
経
済
援
助
に
よ
っ

て
な
お
、
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
富
め
る

者
と
貧
し
い
人
達
、
支
配
す
る
者
と
、
支
配
さ

れ
る
側
と
の
開
き
が
大
き
く
、
地
域
格
差
は
も

と
よ
り
、
都
市
内
に
お
け
る
経
済
格
差
も
縮
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
統
計
上
、
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
地
域
内
に
お
け

る
大
都
市
の
年
間
平
均
人
口
増
加
率
は
五
％
前

後
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
中
で
人
口
増

加
率
が
高
か
っ
た
横
浜
市
で
さ
え
、
年
三
％
前

後
（
一
九
六
〇
～
七
五
年
の
一
五
年
間
平
均
）

で
あ
っ
た
の
を
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
ア
ジ
ア
諸

都
市
が
、
い
か
に
貧
し
い
上
に
、
ま
た
お
お
い

か
ぶ
さ
る
貧
し
さ
を
負
っ
て
や
っ
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
土
地
政
策
の
不
備
、
交
通
、
上
水
、
下

水
等
基
幹
施
設
の
整
備
不
足
、
教
育
、
医
療
施

設
等
公
益
施
設
の
不
十
分
さ
な
ど
の
問
題
が
山

積
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
都
市
の
都
市
問
題
が

最
も
象
徴
的
な
形
で
表
わ
れ
て
い
る
ス
ラ
ム
地

区
の
改
良
問
題
を
含
め
て
、
都
市
内
で
の
住
み

良
い
条
件
を
確
保
し
て
ゆ
く
に
は
、
数
多
く
の

問
題
を
解
決
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
人
間
居
住
問
題
の
解
決
に
、
本
来

最
も
効
果
的
役
割
を
果
し
え
る
自
治
体
も
、
財

政
的
、
行
政
的
、
さ
ら
に
都
市
計
画
技
術
的
に

不
十
分
で
現
在
そ
の
本
来
の
役
割
を
果
し
て
い

な
い
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
首
都
の
ほ
と
ん
ど
は
、

国
政
府
の
直
轄
都
市
的
性
格
が
強
く
、
そ
の
首

長
も
政
府
の
任
命
か
、
も
し
く
は
そ
の
実
質
的

推
挙
を
う
け
た
形
で
選
任
さ
れ
て
お
り
、
自
治

体
と
し
て
、
住
民
の
意
志
を
よ
く
反
映
し
え
な

い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
大
都
市
に
は
、
か
な
ら
ず

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
国
政
府
の
き
も
入
り

に
よ
っ
て
、
限
ら
れ
た
技
術
者
の
有
効
利
用

か
、
外
貨
導
入
の
特
典
を
う
け
る
た
め
、
自
治

体
と
は
別
個
の
都
市
開
発
公
団
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
自
治
体
は
都
市
づ
く
り
に
関
す
る
総
合

的
権
限
と
力
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

ひ
と
つ
に
、
国
が
独
立
を
え
て
か
ら
三
〇
年
前

後
の
経
験
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
諸
国
が
政
治
的

安
定
を
図
り
つ
つ
、
国
の
統
一
を
維
持
し
、
開

発
計
画
を
推
進
し
て
ゆ
く
た
め
、
地
方
自
治
体

に
十
分
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治

的
分
派
を
生
み
だ
し
、
ひ
い
て
は
政
治
的
不
安

定
さ
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
配
慮
の
結

果
で
あ
る
と
、
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
日
本
人
の

か
か
わ
り

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
産
業
の
効
果
的
配
置
が

で
き
な
い
た
め
に
起
る
中
小
都
市
の
衰
退
、
過

大
な
都
市
化
に
あ
え
ぐ
大
都
市
と
、
都
市
そ
の

も
の
を
十
分
に
ハ
ン
ド
ル
で
き
な
い
ま
ま
、
そ

れ
で
も
莫
大
な
農
村
人
口
を
背
後
に
か
か
え
つ

つ
、
さ
ら
に
巨
大
都
市
化
へ
の
道
を
ゆ
っ
く
り

と
歩
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
ジ
ア
の
都
市
、
ひ

い
て
は
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
、
日
本
は
、
そ
し
て

日
本
人
は
い
か
な
る
か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
第
１
は
、
「
罪
悪
説
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
日
本
の
現
在
の
経
済
的
繁
栄
が
、
こ
れ
ら
後

進
国
へ
の
輸
出
貿
易
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
（
例
え
ば
日
本
の
一
九
七
五
年
度

総
貿
易
額
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
を
含
む
対
開
発
途

上
国
貿
易
の
占
め
る
割
合
は
、
全
体
の
五
四
・
七

％
、
六
二
二
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
）
、
「
従
っ

て
こ
れ
ら
経
済
的
進
出
の
代
償
と
し
て
、
何
ら

か
の
形
で
経
済
的
、
技
術
的
援
助
を
行
っ
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
方
を
い
う
。
現

鈴
木
首
相
の
海
外
訪
問
国
の
第
一
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
政
府
は
日
本
の

経
済
的
安
定
を
図
る
上
で
、
い
か
に
こ
れ
ら
ア

ジ
ア
低
開
発
国
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る

か
如
実
に
理
解
し
て
い
る
。
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
は
日
本
の
車
で
溢
れ
て

お
り
、
日
本
経
済
が
こ
れ
ら
諸
国
の
消
費
生
活

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
良
く
理
解

で
き
る
。
従
っ
て
、
い
っ
て
み
れ
ば
日
本
で
の

市
民
生
活
も
、
こ
れ
ら
諸
国
と
の
市
民
生
活
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
市

民
と
し
て
何
ら
か
の
経
済
的
、
技
術
的
援
助
を

行
お
う
と
す
る
姿
勢
を
、
罪
悪
説
と
よ
ん
で
い

る
。

　
そ
の
第
二
は
、
「
教
師
説
」
で
あ
る
。
日
本

の
近
代
化
の
過
程
で
、
常
に
規
範
は
西
欧
に
あ

り
、
ア
ジ
ア
は
見
下
す
対
象
で
し
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
今
、
近
代
化
、
西
欧
化
を
再
度
、

見
直
そ
う
と
す
る
気
運
と
、
も
は
や
西
欧
か
ら

学
ぶ
も
の
な
し
と
い
っ
た
自
負
に
よ
っ
て
、
日

本
に
含
ま
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
的
な
も
の
を
明
確

に
し
、
日
本
が
現
在
立
っ
て
い
る
地
点
や
、
将

来
へ
の
歴
史
的
必
然
、
さ
ら
に
文
化
的
な
独
自

性
や
根
源
を
さ
ぐ
る
鏡
と
し
て
、
即
ち
、
西
欧

に
変
わ
る
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
鏡
」
と
し
て
、

ア
ジ
ア
を
見
直
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
気
運
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
求
さ

れ
て
い
る
今
日
、
廃
棄
物
処
理
の
例
で
み
る
よ

う
に
、
す
べ
て
の
生
活
施
設
関
連
施
設
を
肥
大

化
し
た
機
械
に
た
よ
る
の
で
は
な
く
、
都
市
と

農
村
と
の
有
機
的
関
連
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単

位
で
の
中
間
技
術
的
処
理
に
よ
っ
て
、
新
し
い

時
代
へ
の
対
応
が
で
き
な
い
か
、
そ
の
意
味
で

中
国
や
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
国
に
学
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
開
発
途
上
国
を

単
な
る
技
術
的
後
進
と
み
る
の
で
な
く
、
そ
の

中
か
ら
何
か
を
学
び
と
ろ
う
と
す
る
立
場
に
あ

る
。

　
そ
の
三
は
、
「
運
命
共
同
体
説
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
岡
倉
天
心
の
昔
か
ら
、
日
本
は
ア
ジ

ア
に
あ
り
、
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
ブ
ロ

ッ
ク
化
が
進
行
す
る
中
で
、
い
ず
れ
日
本
は
ア

ジ
ア
と
運
命
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ア
ジ
ア
の
こ
と
を
良
く
知
り
、
そ
の
関
係
を
強

め
て
ゆ
く
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
決
し
て
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
そ
の
日
が
日
々
近
づ
き
つ

つ
あ
る
と
い
う
認
識
論
派
で
あ
る
。
こ
の
運
命

共
同
体
説
は
、
先
の
教
師
説
と
と
も
に
、
わ
れ

わ
れ
日
本
人
は
そ
れ
に
し
て
も
ア
ジ
ア
の
こ
と

を
何
も
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
、
西
欧
の
社
会
が
あ

ら
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
日
本
の
中

に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
の
に
比
較
し
。
ア
ジ
ア
の

国
々
を
た
だ
暑
い
国
、
貧
し
い
国
と
き
め
つ
け

た
だ
け
で
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的
脈
絡
を
経
つ
つ

あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
ア
ジ
ア
を
対

象
と
す
る
研
究
と
そ
の
成
果
の
市
民
的
普
遍
化

に
は
、
何
も
心
を
く
だ
い
て
い
な
い
現
状
を
憂

う
と
い
う
、
反
省
自
悔
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
四
は
、
「
侵
略
説
」
で
あ
る
。
天
然
資

源
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
日
本
は
、
原
材
料
を
輸
入

し
、
加
工
貿
易
に
よ
っ
て
の
み
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
等
の
中
進
国
の
追
撃
が
激
し
い
折
、
経

済
進
出
対
象
国
の
内
情
を
よ
く
知
り
、
現
在
の

経
済
的
安
定
を
保
つ
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
う
ち
に
困
難
な
日
々
が
来
る
と
い
う
危
機

説
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
の
説
は
、
「
善
意
説
」
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
諸
国
を
訪
れ
る
人
々
に
は
二
つ
の
種

類
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
ア

ジ
ア
は
こ
ん
な
に
も
貧
し
い
の
か
、
そ
れ
に
し

て
も
自
分
は
日
本
人
で
よ
か
っ
た
、
日
本
人
の

勤
勉
さ
と
、
頭
の
よ
さ
に
お
い
て
今
日
の
日
本

の
繁
栄
を
き
ず
い
た
の
で
あ
り
、
や
は
り
日
本

人
は
え
ら
い
、
り
っ
ぱ
だ
と
い
う
自
己
満
足
と

日
本
人
礼
賛
に
終
る
人
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

ア
ジ
ア
の
貧
し
い
現
実
を
み
て
、
あ
あ
、
こ
ん

な
に
も
貧
し
い
人
が
い
る
の
か
、
自
分
の
現
在

の
安
定
し
た
生
活
と
ひ
き
比
べ
て
自
分
だ
け
こ

の
よ
う
に
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
自
分
の
日

本
で
の
豊
か
さ
と
こ
の
ア
ジ
ア
の
人
々
と
ど
の

よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
自
分
で

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
何
か
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
で
あ

る
。
自
分
の
生
活
を
切
り
崩
し
て
ま
で
、
人
の

生
活
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
で
き
る

だ
け
協
力
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
善
意
の
人
達
で

あ
る
。

　
以
上
こ
れ
ら
の
諸
説
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る

考
え
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
真
理
が
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
分
の
存
在
を
社

会
的
存
在
と
認
識
し
て
。
毎
日
の
生
活
を
、
自

己
と
そ
の
社
会
の
た
め
に
有
意
義
で
あ
る
よ
う

努
力
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
の
当
然
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な
営
み
で
あ
る
。
自
分
を
取
り
ま
く
社
会
と

は
、
ど
の
よ
う
な
地
理
的
範
囲
に
ま
で
拡
が
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
は
海
で
閉
鎖
さ
れ
た
物

理
的
条
件
を
も
つ
が
故
に
、
他
の
国
の
人
々
と

の
社
会
的
接
点
、
人
間
的
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
が
で
き
に
く
い
。

　
私
は
二
年
間
の
、
、
バ
ン
コ
ク
で
の
生
活
と
、
ア

ジ
ア
諸
都
市
へ
の
た
び
重
な
る
旅
に
よ
っ
て
、

日
本
か
ら
み
て
も
、
ア
ジ
ア
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ

り
社
会
的
、
経
済
的
に
深
く
結
び
つ
い
た
、
同

じ
地
域
共
同
体
と
し
て
、
市
民
一
人
一
人
の
生

活
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
感
ず
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
皮
膚
の
色
と
顔
立
ち
を
同
じ
く
し
、
喜
怒
哀

楽
の
表
情
を
同
じ
く
す
る
ア
ジ
ア
の
人
々
の
問

題
は
、
い
わ
ば
自
分
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ア
ジ

ア
の
居
住
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
、
自
分
な
り

に
今
後
か
か
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
、
私
は
今
年
六
月
に
開
か
れ

る
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
会
議
」
が
、
私
の
得

た
経
験
と
同
じ
よ
う
な
経
験
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
提
供
し
、
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
結
び
つ

き
を
、
よ
り
一
層
密
に
す
る
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
〈
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

社
会
委
員
会
人
間
居
住
計
画
課
長
〉
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